
Vol.3 関治子 ピアノ公開レッスン
イギリス風公開レッスン＆ワークショップ

Vol.4 関治子 ピアノ トークコンサート
ピアノで語るイギリスの変容 ～２０世紀～

Sｔudio26

イギリス音楽週間

ウィリアム・オルウィン
睡蓮

シリル・スコット
ロータスランド（桃源郷）

ジョン・アイアランド:
魅惑の小島
3つの舞踊

エリック・コウツ:
鳥のさえずる黄昏に
ナイツブリッジ（ロンドン組曲より）

サミュエル・コールリッジ＝テイラー
即興曲２番 ヘ短調

ジョージ・ボッツフォード／ウィニフレッド・アトウェル
ブラック＆ホワイトラグ

ピーター・マクスウェル・デイヴィス
さらばストロムネス

関 治子 (ピアノ)

Vol.3 (公開レッスン) 2,000円、Vol.4 (トークコンサート) 3,000円 (全席自由）
Vol.3とVol.4のセット 4,000円、コンサートVol.1, 3, 5 のセット 8,000円、全5公演のセット 10,000円もございます。

ご予約は右のQRコードからお願い致します。
お問い合わせ：Studio26音楽企画 080-1887-1123

主催：Studio26音楽企画、後援：樂♪TOGETHER、札幌市、札幌市教育委員会、北海道新聞社

Vol.3 (公開レッスン)

2022年9月3日(土)

14:00開始 (13:30開場）

Vol.4 (トークコンサート)

2022年9月3日(土)

17:30開演 (17:00開場)

Studio26
(札幌市中央区南26条西8丁目3-30)



演奏曲目

William Alwyn  (1905 -1985) ウィリアム・オルウィン

Waterlilies 睡蓮

Cyril Scott  (1879-1970) シリル・スコット

Lotusland ロータスランド（桃源郷）

John Ireland (1879-1962) ジョン・アイアランド

The Island Spell 魅惑の小島

Three Dances  3つの舞踊

Eric Coates  (1886-1957) エリック・コウツ

Bird Songs at Eventide 鳥のさえずる黄昏に

Knightsbridge (from London Suite) ナイツブリッジ（ロンドン組曲より）

Samuel Coleridge-Taylor (1875-1912) サミュエル・コールリッジ=テイラー

Impromptu No 2 in B minor 即興曲２番 ヘ短調

George Botsford/Winifred Atwell (1914-1983) ジョージ・ボッツフォード／ウィニフレッド・アトウェル

Black and White Rag ブラック＆ホワイトラグ

Peter Maxwell Davies (1934-2016) ピーター・マクスウェル・デイヴィス

Farewell to Stromness さらばストロムネス

関治子（ピアノ）
関治子は北海道大学文学部（英米文学専攻）を卒業後、英国王立音楽院修士課程に入
学。1991年7月、同課程を首席で終了し、アカデミー最高のディプロマDipRAMを取
得。渡英前は沼田元一、ジュラ・キッシュ、アイボー・デービスの各氏に師事。王立
音楽院ではクリストファー・エルトン、ピアーズ・レイン、キャソロン・スターロッ
クの各氏に師事。1993年にロンドン大学より音楽学修士号を取得。卒業後は主にイギ
リス及びヨーロッパ、日本で精力的な演奏活動を続けている。米国イリノイ州セン
ト・チャールズ国際ピアノコンクール, ブラント ピアノコンクール （英国）及び
クロイドン・ローヤル・オーケストラ・コンクール（英国）での優勝はじめ、数々の
コンクールでの入賞者関治子は、セント・ジョンズ・スミス・スクエアでロンドン
デビューを果たしたときの優れた演奏が批評家の注目を引くところとなり、ウイグモ
ア・ホール、サウス・バンク、フェアフィールド・ホール等ロンドン有数の演奏会場
を含めて、イギリス全域、ヨーロッパ各地でで活発な演奏活動を行ってきている。英
国王立音楽院より、その顕著な活動振りが評価され、アソシエイトシップの称号
ARAM（王立音楽院名誉准会員）を授与されている。


